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量子のレゴ遊び
極低温原子の人工量子系を調べて量子物理学の謎を探るため、
世界各地の物理学者がOISTに集まっている。

26 物理科学
13 医学・ 生命科学

9 米国
4 ドイツ
2 インド
6 その他

4
5

ノーベル賞受賞者

旭日章 受章者*
*旭日大綬章 3 名 旭日重光章 2 名

その他 7

日本 36

国際色豊かな顔ぶれ

多様な専門分野

輝かしい 経歴の理事

国際色豊かな 理事会と 評議員会
OISTの校務を監督する理
事会と、沖縄出身者・学
術機関・企業・同窓生・
OIST職員からなる評議員
会は、いずれも多様性に
配慮して選ばれた優秀な
人材から構成される。
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大学と経済成長
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大学と経済成長
OISTの研究者やその家族の活動によって 

沖縄に経済効果がもたらされる。

2017年 2022年 2030年

120
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投資額（OIST）
OISTによる付加価値（沖縄）
OISTによる付加価値（日本）

60

40

20

0

金額︵
10億円︶

未来の ための 太陽光
持続可能性の観点から、
ペロブスカイトが話題に
なっている。ペロブスカ
イ ト は、 次 世 代 の 高 効
率低コスト太陽電池や、
LED、レーザーなどのオ
プトエレクトロニクスデ
バイス向けに有望な新材
料 で あ り、OIST で は ヤ
ビン・チー教授と、エネ
ル ギ ー 材 料 と 表 面 科 学
ユ ニ ッ ト が ペ ロ 研 究 を
行っている。チー教授の
チームは、最先端のツー
ルを用いて複雑なペロブ
スカイト材料を調べ、そ
の複雑さが太陽電池性能
に及ぼす影響に関して結
論を導き出した。最近、
実験で得たペロブスカイ
ト太陽電池が、太陽光か
らのエネルギー変換の点
で従来のシリコン太陽電
池を上回った。今後、自
然界の条件下で長持ちす
る材料が開発されること
で、ペロブスカイト太陽
電池の商業的魅力が増す
と考えられている。チー
教授のグループは現在、
ペロブスカイト太陽電池
の寿命と性能を最大化す
るための最適な条件を突
き止めようと研究を進め
ている。

OIST が沖縄及び日本に及ぼす経済効果
2019年3月の調査で、OISTの発明や経済波及効果により、投資された100円ごとに、 

平均163円が地元経済に還元され、228 円が日本経済に還元されることが明らかになった。
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地元出身者の雇用に果たす役割
OISTは、沖縄で大きな雇用を 

生み出し続けると考えられる。
数字で
OIST技術開発イノベーションセンターは、教職員・研究者・学生と連携して、 

活動のポートフォリオを管理している。

沖縄で高度の技術を要する職に 

OISTによって直接雇用される人の数

沖縄であらゆる技術レベルの 

OIST関連活動に雇用される人の数

500
2022年 2033年

350 650

1,000

2022年 2033年

20 1年間に公開される新しい発明の数

25 1年間に行われる企業出資型の
研究パートナーシップの数

5-7 1年間に行われる資金提供を 

受けた概念実証プロジェクトの数

15 ワークショップやイベントの数

5

135

OISTから生まれる新規事業の数

特許取得数

6%  その他

発見を技術移転する 

取り組みの結果、 

特許査定率は86％に 

なった。

10%  AI 

45%  健康

16%  エネルギー
13%  環境
10% イメージング
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大学と地域文化の発展 7 831 4 102 13
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大学と地域文化の発展
OISTは、単に教育研究を行うだけではなく、琉球の文化的景観を豊かにする大学 

であることを目指している。

OIST サイエンスフェスタで海洋生物や珊瑚を観察する子ども。
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肥満や糖尿病の予防や改善に 役立つ米
糖 尿 病 や 肥 満 は、 世 界 中 で 深 刻 な
健 康 問 題 で、 沖 縄 も 例 外 で は な い。
OIST 植物エピジェネティクスユニッ
ト代表の佐瀨英俊准教授が開発した
米の品種は、糖尿病や肥満の食事管
理に大きく貢献する可能性がある。
米には 2 種類のデンプン（直鎖状の構
造を持つ分子と分岐した構造を持つ
分子）が含まれている。ジャポニカ
白米のデンプンは通常、直鎖型 20％
と分岐型 80％で構成されている。米
を摂取すると、デンプンから糖が迅
速に放出される。佐瀨たちは、この
ように糖が即座に放出されるのを抑

えるため、ある米の品種に注目した。
30 年以上前に九州で開発されたこの
品種のデンプンは、主に分岐型の難
消化性デンプンであるため、血糖指
数（GI）や血糖値の上昇が抑えられる。
　マウスを用いた 2 週間の実験で、こ
の九州米を摂取させた群は、通常の
米を摂取させた群より体重が低下し
ていることが分かった。佐瀨准教授
の研究チームは、この九州米を地元
沖縄の米と繰り返し交配することで、
熱帯や沖縄などの亜熱帯の気候での
米生産に必要な形質と難消化性デン
プンの形質とを併せ持つさまざまな
米を作り出した。
　この新品種米は

「OIST 米」として
登録することが検
討されている。佐

瀬は、この新品種米が、近年の肥満
や 2 型糖尿病の増加を抑えるのに役立
つことを期待している。この米はア
ジアの市場や医療に大きなインパク
トをもたらすかもしれない。佐瀨准
教授のチームは、この研究で「フー
ド・アクション・ニッポン・アワー
ド部門優秀賞」を受賞しており、現在、
OIST 米が腸内細菌環境にどのような
影響を及ぼすかを調べている。

OISTの研究者による 

デモンストレーションに 

夢中になる子ども。




